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産業組織を学ぶ意義

産業＋組織＝ Industrial Organization
（I.O.）

消費者行動や企業行動の分析を通じて市場の特性や産業の構造を理解する学問。

• 消費者行動とは

– 消費者は何に惹かれて商品を購入するのか？

• 企業行動とは

– 消費者行動を踏まえて、企業は競争の中でいかなる価格・広告戦略を立てるか？

• 企業戦略を遂行するに相応しい企業組織のあり方や報酬体系のあり方は何か

• 政策含意

– 自由な企業活動・経営戦略が市場における効率的な資源配分を達成するか？

– もしできないとすれば、政策が果たす役割は何か？
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産業組織の位置づけ

産業組織

競争政策

ミクロ経済学
ゲーム理論

マーケティング 経営学

計量経済学
統計学

理論的な基礎を提供 市場から得られる指標とデータとを
結ぶための手法

財やサービスの
販売戦略の具体例を研究

消費者行動やそれに
基づく商品の販売戦略を分析

産業構造
経済制度
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企業活動の概略

ヒト

モノ

カネ

企業
資金

資本コスト

原材料費

設備・
原材料

人材

人件費

収益 製品・サービス

顧客
需要家
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今回取り上げる内容

• ネットワーク効果

より多くの人がネットワークに参加することで、テレビ電話を持
つことの価値が高まる。
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例① DVDプレーヤー
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BD/HD-DVDの陣容

ソニー
パナソニックなど

（BD)
対立

東芝、NEC,
メモリーテックなど

（HD-DVD)

参考：DVD

ソニー
蘭フィリップス
（MMCD)

対立
東芝、パナソニック

など（SD)

DVDフォーラム

一部機能組み入れ



例②： 電子書籍
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例③： VTR
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家庭用VTR戦争の経緯

• 米Ampexが最初に商業化に成功。

• 官民合同によるU-Matic開発が頓挫

• 1975年 SONYよりベータマックス発売

• 1978年 JVCよりVHS発売

当初、ベータ陣営は、ソニーを規格主幹として、東芝・三洋電機、

NECなど、VHS陣営は、日本ビクターを規格主幹として松下電器

産業（現Panasonic）、シャープ、日立、三菱電機など。

録画時間が長いVHSと、高画質・高音質・高機能のベータ。

ベータの価格はVHSよりも高かった。

• 1988年 SONYはベータマックスの打切りを発表
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例④： QwertyとDvorak
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例⑤： ビデオゲーム

ハードが売れれば、ソフトの種類が増え、
ソフトの種類が増せば、ハードが売れる。
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ネットワーク効果とは

消費者の購買行動について

– こうした商品は、購入する消費者が多くなるにつれて、よ

り魅力的な商品になっていく傾向がある。このような財・

サービスが持つ性質をネットワーク効果と呼ぶ。

『我々はネットワーク効果を求めているのだ。共通のス

タンダードをより多くの消費者に提供することがアド

バンテージとなるようなソフトを提供したい。我々は、

30-35%程度の小さなマーケットシェアを目指してい

るのではない』（Bill Gates, 1995）
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繋がりとネットワーク効果

ユーザー

ユーザー

ユーザー
ユーザー

ユーザー

ユーザー

ネットワーク効果の持つ特徴
• スイッチングコスト
• 互換性



ネットワーク効果のモデル（例）
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消費者iがネットワーク効果を持つ製品から得る「効用」

消費者θが得るstand aloneからの効用 ネットワーク効果からの便益

：消費者が持つネットワーク規模(installed base)の期待値
en

( )enfaU θθθ +=

( ) ( ) 0,00 >•′= θθ ff仮定：
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価格をPとすると、Θが大きい（小さい）消費者ほど購入
する（しない）。すると、購入をすることとしないこととが
無差別になる或るΘが存在する。

仮りに
evnaU +=θθ [ ]1,0~ Unifθ

pvna e =+θ~

a
vnp e−

=θ~

つまり1-Θ~の数の消費者が購入する。
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つまりこのネットワーク財の需要は以下で記述される。

ところで消費者はどのようにネットワーク規模を予測
するのだろうか。

ひとつの考え方として、自己実現的な（self-fullfilling）予測。
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図示すると？
均衡は？



理論と現実との乖離

• 以上の理論が「現実」をどの程度説明するか
は重要な問題である。

• データを用いてモデルを推定する作業

• 計量経済学や統計学の知識
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例④：VTRの規格比較

VTRの需要が価格や製品特性（stand aloneからの価値）あるいは
ネットワーク規模にどの程度の影響を受けているかのウェイトを
知りたい。
⇒ 需要関数の推定
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シミュレーションの1例
FIGURE 4

Comparison of Beta Market Share:
Actual and Counterfactuals, 1978-86
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ベータの価格がVHS並みに下がるとベータは市場を席巻していた？
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産業組織の位置づけ

産業組織

競争政策

ミクロ経済学
ゲーム理論

マーケティング 経営学

計量経済学
統計学

理論的な基礎を提供 市場から得られる指標とデータとを
結ぶための手法

財やサービスの
販売戦略の具体例を研究

消費者行動やそれに
基づく商品の販売戦略を分析

産業構造
経済制度


